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出典：Kumazawa, Makoto and Yamada, Jun (1989) “Jobs and skills under the lifelong nenko 































































































































牲にする残酷な教育をどう考えたらいいのか」（『エミール』）、デューイの「Education is not 
preparation for life; education is life itself」（生きる準備として教育があるのではない。生きてある
ことがそのまま教育なのだ）という主張とか、「将来のための教育」とは異なる考え方がずっとある
のですね。 
Ⅵ．働くということ 
親として、皆さんも親になったつもりで胸に手を当てて考えてほしいと思うんですが、わが子に、
社会に出たらこんなふうに働くんだよ、ということを自信をもって教えられますか。あるいは、自分
はこういうことを原則として働いてきた、会社がこんなことをやれと言っても、嫌なことは嫌だと断
った、とかね。どんなふうに働くことが人にとって仕合わせなのか、急速な工業化に翻弄されてきた
これまでの親たちは、そういうことを子どもたちに自信を持って語りえなかったのです。それでも、
経済が拡大する成長期には、そういうことを教えなくても何とでもなったんです。 
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けれども、かつてのような経済成長は望めないし、望ましいとも思えない現在、わが子に、こんな
ふうに働けばいいんだ、こんなふうな仕事ができればいいね、職場の雰囲気はこうであったらいいな、
というようなことを親がますます語れなくなっているんですね。 
私の個人的な体験をくり返すようですが、とりあえず板金工作という特定の仕事に深く入り込むこ
とによって、隣り合う分野の仕事も見えてくるということがあるんですね。何も選ぶことなく、将来
の選択肢を狭めないようにと間口を広く広くとっておくと、逆に、何にも見えてこないのです。生き
る力と基礎学力というのは、私はそんなに緊密な関係にあるとは思いません。むしろ非常に抽象的で
一般的なことを「基礎学力」ということで6年間、9年間とやり続けることによって、一人一人が持っ
ている独特の生きる力が損なわれることもあるんですね。 
 いろんな人が自分の周りにいるわけです。そのなかで、自分が今何をしたらどの人が喜ぶかとか、
あるいは自分がしたことによって人がこれだけ喜んでくれたとか、そういうことが人を生かすんです
ね。そういうことを内田樹さんは、「キャリアのドアのこちら側にはノブはない」という言い方をし
たんです。 
いまのキャリア教育っていうのは、自分のキャリアは、自分でドアノブをまわして、自分で向こう
側に入る勇気をもつことだ、行く先を自分で選ぶ、という、そんな考え方ですよね。内田さんはそう
ではないと言うんです。「山田君、これやってみないか」と言って、向こうからドアは開くんだ、と。
それに応える柔軟さを当人がもっているかどうか。私たちは、この社会のなかで、いろんな人たちの
いろんな仕事によって支えられているわけですよね。自分はそこに何を返すことができるかというと
きに、必ずしも自分の適性だけで済むわけがないですよね。むしろ、「おい、山田、いま暇ならこれ
手伝ってくれないか」と向こうから誘いがかかる。そのことに柔軟に応えられるかどうか。そのよう
にして一歩踏み込んでみないとわからないことはいっぱいあるのですね。そのとば口で、これ、ほん
とうに自分に合ってるやろうかとか、自分の適性はほんとうにこれに向いてるやろうかという形で逡
巡してしまう。そのことのしんどさを今、若者たちを見ていると私は感じます。 
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